
１．国際獣疫事務局（ＯＩＥ）について 

 20世紀初頭の牛疫の世界的な広がりを背景として、1924年に28か国の
署名を得て発足した、世界の動物衛生の向上を目的とした国際機関 

 本部はフランス・パリで、178か国･地域が加盟（平成25年５月現在） 
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【OIE組織図】 

OIE=Office International des Epizooties（仏） 
（= World Organization for Animal Health（英））  



① 家畜を含めた動物・水生動物の伝染病の衛生基準
等を策定 
（※ OIEはWTO/SPS協定上、動物衛生及び人獣共通感染症に関する国際基準の設定機関） 

 

② 世界の家畜の伝染病の発生情報を収集・提供 
 

③ 家畜の伝染病のサーベイランス及び防疫に関する
研究の国際的調和 

 
  （注) 
   ・ WTO: World Trade Organization（世界貿易機関） 
   ・ SPS: Sanitary and Phytosanitary Measures（衛生と植物防疫のための措置） 

２．ＯＩＥの主な活動内容 
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